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後藤純子氏は，2003 年に「衣料用洗剤における界面
活性剤／ビルダー系のカルシウム塩に対する挙動特性と
洗浄性に関する研究」で共立女子大学で学位博士（学術）
を取得されました。2005 年からの愛国学園短期大学助
教授・准教授を経て，2013 年に共立女子大学に就任し，
2015 年に教授となりました。

後藤氏の洗浄分野における卓越した研究活動と，本会
諸活動への多大な貢献を称え，女性科学者賞を授与いた
します。以下に，後藤氏の重要な業績の一端をご紹介い
たします。

1．主な研究活動
後藤氏は，被服管理学や染織品保存科学を専門とし，

洗浄技術や染織品の保存に関する研究を精力的に進めて
こられました。

2023 年には，洗濯機付属の糸くずフィルターによる
マイクロプラスチック流出削減効果を検討し，洗濯時に
発生するマイクロプラスチックファイバーの流出抑制に
糸くずフィルターが寄与していることを明らかにしまし
た。2022 年から，環境省マイクロプラスチック・スマー
ト懇話会 繊維ワーキンググループのメンバーとなり，
マイクロプラスチックに関する研究を続けています。
2021 年には，イカ表皮色素を用いた布の染色可能性を
探究し，天然素材を活用した染色技術の新たな可能性を
報告しました。2019 年には，近世前期子供用服飾品の
縫製・染織技法・模様構成に関する研究を行い，共立女
子大学博物館所蔵の「伝豊臣秀頼所用・紅練緯地草花霞
模様肩裾四つ身残欠」の修復・復元を行いました。2018
年には，染色布の変退色評価への画像解析システムの適
用を検討して，固体粒子汚れの付着についての評価技術
を開発しました。これらの研究は，洗浄技術の向上や環
境負荷の低減，染織品の保存技術に大きく貢献してお
り，学術論文や学会発表を通じて広く発信されています。

2．本会の諸活動への貢献
後藤氏は，オレオサイエンス編集委員（2014-17 年）

を務め，洗浄・洗剤部会においては長年にわたり尽力し
てこられました。洗浄・洗剤部会の副部会長（2016-17，
22 年），部会長（2024 から現在）として，部会主催のシ
ンポジウムや，2024 年年会における石鹸洗剤工業会と
のシンポジウムを開催して普及に貢献しております。そ
して今回，洗浄・洗剤部会の桑原氏とともに，不合理な
訴求を抑止するために石鹸洗剤工業会と協力し，衣料用
洗剤の標準試験法 JIS K 3362：2024 の改正（2024/9/20
公示）に貢献されました。具体的には，市場の主流であ
る液体の衣料用合成洗剤の標準洗剤の新規設定，および
衣料洗濯における化学繊維衣料の普及と節水志向で進ん
だ低浴比洗浄の主要課題「再汚染（黒ずみ）防止」に関
する標準評価法を設定しました。本成果を得るにあたっ
て後藤氏の特筆すべき貢献は，洗剤メーカー各社の評価
結果をもとに作成した標準法の原案に，客観性を担保す
る基礎データを取得して統一化を実現したことです。

このような専門的知見を活かした部会および工業会へ
の貢献は，女性科学者奨励賞に相応しい業績と考え，本
賞を授与する運びとなりました。後藤氏の今後の洗浄・
洗剤部会におけるリーダーシップと人材育成のさらなる
発展を期待しております。

（共立女子大学）
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